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 安心安全のふれあい事業 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 
 

 「安心・安全」をキーワードに、新旧住民の交流と融和を目的として様々な地

域活動に取り組んでいる。 

① 敬老事業：学区の 75 才以上高齢者は 900 人を超える。学区には坂が多く、

参加者に移動の負担をかけてしまうため、敬老会の開催ではなく、町内会役

員が高齢者宅を訪問し、お祝いの品を贈呈することで、ふれあいの場とする

とともに安否確認を行っている。 

② 独居高齢者への配食事業：65 歳以上の希望する独居の高齢者、高齢者世帯

へ毎月 2 回、昼食（弁当）の配食サービスを行っている。 

③ 青色回転灯自主防犯パトロールカーによる巡回：人口の増加に伴う犯罪増加

を防ぐため、平成 18 年に緑区の学区として最初に青パトを導入して以来、

毎日巡回パトロールを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【有松学区】 

 ■世帯数：4,147 世帯  

 ■人 口：11,193 人 

 ■面 積：1.478ｋ㎡ 
  平成 24 年 4 月１日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 

緑区 有松学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

 防 災 歴史・文化・芸術 その他 

 

チラシの各戸配布、回覧、掲示板への掲示   

【住民への PR 方法】

【アピールポイント】  

敬老事業でお祝い品をお届けする際は、高齢者の方と言葉を交わして

いる。困り事の把握や安否確認にもなっている。 

また、独居高齢者への配食事業では、ボランティアが弁当をお届けす

る際に、ひったくりや振り込め詐欺に関する注意を促すなどしてコミュ

ニケーションを図っている。
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有松学区は、旧有松の住民と新興住宅地の住民が混在しており、両者の意識を

尊重しつつまとめていくことが、学区の最大の課題である。そのために、「安心・

安全」をキーワードに、さまざまな地域活動を行っている。  

 

 

運営メンバー 

区政協力委員、民生委員児童委員、保健委員、消防団員、PTA、女性団体・

女性会、子ども会、老人クラブ、スポーツ推進委員 計約 200 人 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 成果・効果 

・ 参加者および活動の担い手が増加した。 

・ 住民意識が高まり、住民間の交流が深まりつつ 

ある。 

(２) 苦労した点 

・ 活動の担い手が不足していること、他団体との協力に苦労した。 

(３) 今後の課題・展望 

・ 活動の継続、担い手の世代交代、資金の確保、他団体との協力が課題。 

4 月 地蔵池、大池桜まつり 春の交通安全立番 
▼

5 月 学区一斉町美運動、緑区総合水防訓練 
▼ 

6 月 有松しぼり祭り、青色回転灯パトロール講習会 
▼ 

7 月 
赤十字「献血会」 
夏の防犯・非行防止・交通安全学区巡回 

▼ 

９月 敬老お祝いの品のお届け 

▼ 

10 月 町内対抗グラウンドゴルフ大会 
▼ 

11 月 有松コミセンまつり 
▼ 

12 月 歳末防犯・非行防止学区巡回 
▼ 

1 月 成人式、ふれあい初詣旅行 

 ２ きっかけ、背景 

 ５ 成果と課題 

 ４ 実施のスケジュール 

 ３ 実施の体制 


